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凹　書　評　口

金　泰泳 ［著］

『ア イ デ ン テ ィ テ ィ
・ポ リ テ ィ ク ス を超 え て

一在日朝鮮人の エ ス ニ シテ 仁 』

中京大学　ましこ ・ひで の り

　 本書は在 日 コ リア ン 3 世 に よ る 民族

論 。 舞台は 現代の 日本列島 。 重点が おか

れ て い る領域 は ，
「定住外国 人」 中，依

然主流を しめ るコ リア 系住民の ア イデ ン

テ ィ テ ィ で あ る 。

　 しか し， 民族的少数派 と して ア イ ヌ／

琉球／ ニ ュ
ー

カ マ
ー，社会的少数派 と し

て 被差別部落／ 障が い 者／女性などの 状

況 と経緯 も言及 され る。冒頭部分の こ う

い っ た比較対照によ り， 少数派の 被差別

状況 とア イデ ン テ ィ テ ィ は，多数派 との

関係性に お いて ， 同質の 問題 をかか えて

い る こ とが あきらか に され る 。 本書の 第

1 の 価値は， こ う した整理 に あ る 。

　少数派 が共通 して か かえ る相克をあ ま

り認識 して こなか っ た読者はおどろ くだ

ろ う。 独 自性の 強調に もとつ く求心カ ー

対抗ア イデ ン テ ィ テ ィ の 形成が多数派か

らの 差別を誘発 して しまうとい うジ レ ン

マ
。 そ して

，
「一枚岩」 イ メ ー ジが ， そ

こ におさま りきれない 内部の 個人／小集

団を抑圧 する とい うジ レ ン マ で あ る。 差

別をお それ る こ とな く 「在 日 ら しさ」 を

表現で きる時代がや っ て きた とか ， 独 自

性の 相互理 解 と共存共栄が 必要だ とい っ

た 楽観論は 時期尚早 だ とい うこ とだ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　本書は，少数派出身の 著者が，少数派

の 苦悩を あ ま りに 「正 直」 に かた っ た作

品 と もい え る 。 民族学校な どで 強調 され

て きた民族性 も， 維持／継承が硬直化す

る と，社会の 変動 とか みあわ な くな っ た

り， わか い 世代の 多様な生活感覚／ア イ

デンテ ィ ティ に と っ て ， あ しかせ とな っ

た りす る 。 既存の 民族教育や多数派 日本

人の 視線を気 に しすぎた 「ア イデ ン テ ィ

テ ィ
・ポリテ ィ クス 」 はの りこえ て い か

なければ な らない と率直に 指摘す るこ と

は ， た とえば 3世世代に と っ て は ， さけ

る こ との で きない 論点だろ う。 だが， こ

うした少数派が かかえ こむ ジレ ン マ を多

数派読者 にさ らすこ とは ， 現状で は両義

的な気がす る 。

　まず ，少数派がせ おわ された 「ア イデ

ン テ ィ テ ィ
・ポ リテ ィ クス 」 とい う重荷

の 原因 はホ ス ト社 会 一多数派 に あるの

に ， そ こ か ら結局は視線が それて しまう

の で はな い か 。 さ らに は，「こ の 難題を

打開す るカギはな にか 」 とい っ た ， 多数

派研究者の （主観的に は 真剣な）知的

ゲーム にか っ こ うの 素材を提供 しかね な

い とい っ た事態 も懸 念 され る 。

　本書 は， 帯カバ ー
に もあるとお り 「ゆ

れ うご く民族アイ デ ン テ ィ テ ィ 」 の 「ジ

レ ン マ の 超 克 を模 索す る」 作品 だ が，

「超えて」 すすむべ き具体的方向性をえ

が くこ とに は成功 して い な い 。 もとよ り

「ア イデ ンテ ィ テ ィ
・ポ リテ ィ ク スを 超
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えて 」 がん ば るべ きなの は，主体 として

の 「在日」 で はな い
。 かわ るべ きなの は

少数派 との 関係性を形成／維持す る多数

派の ア イデ ンテ ィ テ ィ の ほ うで あろ う。

しか し本書は，多数派 に安 易に 「共生 」

をか た るな とせ まる以外 ， おお くを もと

めない
。 読者の大半はおそ らく多数派で

あろ う 。 その 意味で ， 本書 は所期の 目的

＝ か た るべ き潜在的読者層の 設定 に失敗

して い るの で はな いか ？

　また多数派の 知識人が 「現実的な処方

箋」 などにと りくむ と ， 既存の 矛盾を前

提と した 「打開策」 が提言 され た りしが

ちだ 。 現 実 の 「在 日」 の ア イデ ン テ ィ

テ ィ が多様だか ら， 複雑な葛藤がある こ

とは当然だ と して ， そ こで の 諸個人の ポ

リテ ィ クス をあた ま ご しに かた る権利

が ， 多数派 に あるだ ろ うか ？　 か りに

「覚醒 」 した 層が 多数 派 に い る と して

も， 彼 （女） らの 責務 は少数派 の状況へ

の分析 t コ メ ン ト，助言な どで はな い だ

ろ う。 少数派研究は，そ こ に うっ しだ さ

れる多数派の像の 直視と ， 多数派 の態度

変容をどううみだすか とい う実践的理 論

の 構築 に こ そ意義が あ る。 まず は多数派

が わの 諸個人の言動や行政サ イ ドの 政策

施策 に 差別意識や構造 的矛盾をみ い だ

し， 少数派に 差別実態の 挙証責任を お し

っ けさせ ない社会づ くりに 具体的に貢献

するための 理論構築 をす る こ とこ そ ， 社

会学／教育学の や くわりで はな いか ？

　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　 ところで 本書は ， 集団の 独自性を強調

する本質主義，その 神話性をあば きたて

る構築主義，双方 に距離をおく。 どちら

か一方だ けで は少数派の 諸個人 の ア イデ

書　評

ンテ ィ テ ィ を説明で きない として ， 少数

派知識人 の知的 ジ レ ン マ も率直に提示す

る 。 あ る意味で ，関係者に は 自明な ジ レ

ン マ の 突破の 必要性を ときなが ら， 未完

に お わ っ た とい う意味で も，苦渋に み ち

た作品とい え よ う。 この 理論的ジ レ ン マ

自体， 源泉は多数派日本人が形成 し維持

して い る関係性 にあると自覚で きる読者

に め ぐまれれば，多数派の 「みに くい 自

画像」 を うつ しだす ， 絶好の テ キス トに

な るはずだが 。 そ の意味で は ， 本書 は多

文化教育／国際交流関連の 研究者に こ そ

読んで ほ しい 。 多数派発の 共生／共存論

が ，結局は多数派に好都合な 「か らめ と

り」 の 論理 として機能す るとい う現 実に

鈍感な 「主観的良識派」 で はなか っ たか

ど うか ， 自己点検す るため に も。

　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　 こ まかい点で，記述に疑間 もな くは な

い 。 た とえば，現在で は 「在 日」 の 結婚

相手 の 約 8割は 日本人 だ とす る （104，

134頁）。 しか し， こ こで い う 「日本人」

に 日本国籍を取得 した元 「在日」 もふ く

まれ て い るこ とへ の 言及がない の は議論

を単純化 しすぎだ ろ う 。

　むろん ，本書の 大半を しめ る 「在 日」

の 多様性 と動態は ， そ れを記述する筆者

の 苦悩 もふ くあ て ， 社 会学／教育学 に

と っ て魅力的な理論的源泉で ある 。 多数

派日本人 とい う存在 。 それを再考する意

志の あ る研究者／教育者な らば ，デ ータ

を読み こ むだ けで も意味が あるだ ろ う。

苦言 ば か り呈 した よ うだ が ， こ の こ と

は ， 強調 して しす ぎとい うこ とはな い 。

　　　　◆ 四六判　214頁　本体 1， 900円

　　　　　　　　　　　　 世界思想社
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